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アトピー性皮膚炎は子どもによくみられる皮膚疾患です。適切な対応をすれば症状をコン

トロールすることはそれほど難しくありませんが、治療の遅れや不適切な治療があると、か

ゆみなどの症状が続くだけでなく他のアレルギー疾患発症のリスク因子になることもわか

ってきました。特に乳児では発症早期からしっかり治療をすることが重要です。またここで

は発症予防に関する新しい知見も紹介します。 

 アトピー性皮膚炎はアレルギー素因を持つ人に発症しやすく、痒みのある湿疹が良くな

ったり悪くなったりを慢性的に繰り返すのが特徴です。皮膚本来のバリア機能が何らかの

要因で弱かったり、外界の刺激に過敏だったりすると、皮膚に慢性的な炎症がおこり、さら

にかゆみやバリア機能障害が誘発されやすくなるという悪循環に陥ります。バリア機能が

弱まった皮膚に外界からダニやほこり、食物抗原などが侵入すると免疫反応が活性化（感作）

され、のちに食物アレルギーや気管支喘息、鼻炎などを発症しやすくなります。それではそ

もそもアトピー性皮膚炎の発症を予防する方法はあるのでしょうか？我が国の研究では、

アトピー性皮膚炎の家族歴がある新生児に生後早期から保湿剤を全身に塗布したところ、

生後 32週までのアトピー性皮膚炎の発症が有意に減少したと報告されました。しかしその

後の海外での介入試験では予防効果がないという結果も次々に発表されていて結論は出て

いません。研究ごとにスキンケアの方法やアドヒアランス、生活習慣などが異なる点も影響

しているかもしれません。 

発症後の治療では皮膚バリア機能障害に対するスキンケア、皮膚の慢性炎症に対するステ

ロイド外用薬を中心とした薬物療法、悪化因子の除去が三本柱です。最近小児適応のある外

用薬や内服薬が新たに承認され選択肢も増えました。症状に応じた適切な治療により速や

かに皮膚の炎症を抑え、ぶり返しがないよう長期間良い状態を維持することが大切です。 
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